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いつき保育園幼年消防クラブ（五木村消防団出初式にて）

火あそびは、

　　ぜったいし
ませ～ん！
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皆
様
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
新

年
を
健
や
か
に
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
心
か
ら

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

年
頭
に
当
た
り
、議
会
を
代
表
し
ま
し
て
、

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
村
議
会
で
は

７
月
に
改
選
が
行
わ
れ
、
新
体
制
に
よ
る
ス

タ
ー
ト
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
国
政

に
お
き
ま
し
て
も
、
地
元
選
出
の
金
子
恭
之

衆
議
院
議
員
が
岸
田
内
閣
に
お
い
て
、
総
務

大
臣
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、

令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害
に
被
災
し
た
球
磨

川
流
域
の
復
旧
・
復
興
や
五
木
村
振
興
等
に

大
き
な
支
援
を
頂
け
る
も
の
と
存
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
世
界
的
に
猛
威
を
奮
っ
た
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
も
新
型
株
が
発
生
す

る
な
ど
、
社
会
的
・
経
済
的
に
大
打
撃
を
受

け
ま
し
た
。
本
村
で
は
、
新
し
い
生
活
様
式

の
も
と
、
コ
ロ
ナ
対
策
に
村
民
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
み
を
し
て
頂
き
ま
し
た
結
果
、
県

内
唯
一
の
感
染
者
ゼ
ロ
を
更
新
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
感
染
予

防
対
策
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害
か
ら
１
年
が
経

過
し
、
流
域
治
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
策
定
さ

れ
、
そ
れ
に
位
置
付
け
ら
れ
た
「
流
水
型
ダ

ム
」
に
つ
い
て
の
諸
元
等
が
12
月
７
日
に
国

土
交
通
省
九
州
地
方
整
備
局
の
藤
巻
局
長
と

蒲
島
県
知
事
が
来
村
さ
れ
、
村
と
議
会
に
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。
流
水
型
ダ
ム
に
つ
い
て

の
規
模
等
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
貯
留

型
ダ
ム
と
同
規
模
で
計
画
し
た
い
と
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
五
木
村
振
興
・
再

建
に
つ
い
て
は
、
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
国

と
県
で
連
携
し
な
が
ら
最
大
限
の
支
援
を
行

う
と
確
約
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
議
会
と
し

て
は
、
現
段
階
で
は
容
認
で
き
な
い
旨
を
強

く
伝
え
た
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
、
川
辺
川
ダ

ム
対
策
調
査
特
別
委
員
会
等
に
お
い
て
、
村

民
の
皆
様
の
ご
意
見
等
を
お
聞
き
し
な
が
ら

執
行
部
と
連
携
し
五
木
村
振
興
・
再
建
に
向

け
て
邁
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
村
も
少
子
高
齢
化
、
過
疎
化
、
ダ
ム
問

題
な
ど
課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。ま
た
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
も
注

視
し
な
が
ら
、
村
民
の
皆
様
に
寄
り
添
い
、

執
行
部
と
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
、
議
員
一
丸

と
な
り
力
を
結
集
し
て
「
ふ
る
さ
と
五
木
村

づ
く
り
」
の
実
現
を
目
指
し
て
、
よ
り
住
み

や
す
い
五
木
村
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
こ
の
１
年
が
災
害
の
な
い
平
穏

な
年
で
あ
り
ま
す
と
と
も
に
、
村
民
の
皆
様

の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上

げ
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

新
年　

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

五木村議会議長　岡 本　精 二
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子育て世帯への臨時特別給付金
現金10万円を一括支給

　令和3年第4回五木村議会定例会が12月14日から12月16日までの3日間の会期で開会。
上程された案件は「条例の一部改正」1件、「村道路線の廃止」1件、「村道路線の認定」1件、
五木村一般会計及び特別会計の5件の計 8件。一般質問は第2日目に 4名の議員が村政につい
て質した。
　また、9月定例会で決算認定審査特別委員会に付託されていた「令和 2年度一般会計及び特
別会計歳入歳出決算の認定」については、指摘事項を次年度予算へ反映されるよう要望し、10
件の全会計を認定した。
　第２日目には、執行部より一般会計補正予算の追加提案として、「子育て世帯への臨時特別給
付金」の追加分が提出され、対象103世帯への年内10万円一括支給として可決された。
　全議案承認、可決され、2日間の日程で閉会しました。

こんなことが
決まりました

12 月
定例会

―　第４回定例会　議案審議の結果　―

議　　　　　案　　　　　名

園
田　

良
治

早
田　

吉
臣

中
村　

俊
也

川
邉　

正
美

田
山　

淳
士

藤
本　

新
一

西
村　

久
徳

審議結果

議案
第51号 五木村国民健康保険条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

全員賛成
議案
第52号 村道路線の廃止について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

全員賛成
議案
第53号 村道路線の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

全員賛成
議案
第54号 令和３年度五木村一般会計補正予算（第５号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

全員賛成
議案
第55号 令和３年度五木村国民健康保険特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

全員賛成
議案
第56号 令和３年度五木村簡易水道事業特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

全員賛成
議案
第57号 令和３年度五木村介護保険特別会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

全員賛成
議案
第58号 令和３年度五木村情報通信事業特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

全員賛成
議案
第59号 令和３年度五木村一般会計補正予算（第６号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

全員賛成

賛成…○　反対…×　欠席…欠

12月27日に供用開始された村道神屋敷線
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　令和3年 11月 17日、第4回五木村議会臨時会を開会。会期を11月 17日１日限
りとして、「専決処分の承認について」1件、「一般会計補正予算」1件を議題とした。
　「専決処分の承認について」は、新型コロナウイルスワクチン接種（3回目）に伴うシ
ステム改修費用など319万 6千円を専決したもの、「一般会計補正予算」は、西谷地区
かんがい排水施設整備工事として3,700万円を計上。2議案とも原案どおり可決した。
　一般会計補正予算においては、早田議員より、受益者の同意と管理体制の整備が不十分
として反対討論があった。

臨時会臨時会西谷地区かんがい排水施設整備工事　3,700万円
五木村一般会計補正予算3,700万円を追加し28億8,974万2千円

―　第４回臨時会　議案審議の結果　―

議　　　　　案　　　　　名

園
田　

良
治

早
田　

吉
臣

中
村　

俊
也

川
邉　

正
美

田
山　

淳
士

藤
本　

新
一

西
村　

久
徳

審議結果

承認
第２号 専決処分の承認について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案承認

全員賛成
議案
第50号 令和3年度五木村一般会計補正予算（第4号） ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

賛成多数

賛成…○　反対…×　欠席…欠

次年度予算への反映を

　９月定例会において、特別委員会に付託された「令和２年度五木村歳入歳出決算は、２日
間の審査・審議を行った。その結果、３つの意見を付託して委員会としては認定とした。
　木下村長より提出された令和２年度五木村一般会計及び特別会計決算について議会は、特別委員会を設置
し、令和3年10月13日と11月１日の２日間開催した。1日目は、執行部からの主要施策の成果や歳入歳出決
算書の説明を受けて確認しながら、疑義を生じた事業などについて質問や資料の提供を求めた。2日目は資料
の説明と特別会計決算について審査を行い、その結果、新型コロナ対策や経済支援については、更なる検証と
今後も引き続き細やかな支援に努めること、特別会計では一般会計からの繰出金に依存する会計も多く事業の
見直しも視野に入れ、財源確保に向けても十分検討が必要であるなどをまとめ、特別委員会では指摘事項を次
年度予算へ反映されることを切望し、下記の意見を付して認定とした。

１．今後益々厳しい財政状況が予想されるため、行財政改革と定員管理計画を早期に策定し、実践に移すこと。
２．ふるさと五木村づくり計画の残り２年間となるため、事業の見直しを行い、五木村振興に低予算で効果の

ある事業に取り組むこと。
３．指定管理団体の経営が厳しい状況にあるので、抜本的な対策を講じるとともに、議会にも随時報告すること。

－決算認定審査特別委員会報告－

西谷地区かんがい排水施設整備予定地
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村政
を
問う
一般質問

上・下球磨消防組合の統合は
木下村長　進めるべきと考える

熊
本
県
が
、
以
前
示
し
た

広
域
消
防
組
合
の
統
合
案
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

平
成
21
年
か
ら
24
年
ま
で

城
南
ブ
ロ
ッ
ク
の
広
域
協
議
会
が

設
置
さ
れ
協
議
さ
れ
た
が
、
協
議
が

整
わ
ず
解
散
。
そ
の
後
、
26
年
か
ら

人
吉
球
磨
地
域
消
防
力
強
化
検
討

委
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。
最
終
的
に

協
定
の
締
結
ま
で
至
ら
な
か
っ
た
。

昨
年
の
７
月
豪
雨
災
害
を

受
け
て
町
村
会
の
検
証

を
さ
れ
、
そ
の
中
で
消
防
組
合
の

広
域
化
な
ど
の
議
論
は
さ
れ
た
の

か
。

正
式
な
議
論
は
行
わ
れ
て

い
な
い
。
消
防
本
部
が
浸
水
し
た

と
い
う
こ
と
で
本
部
中
央
署
、
西

分
署
の
施
設
の
復
旧
を
下
球
磨
消

防
議
会
の
中
で
特
別
委
員
会
を
設

置
し
て
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
。

豪
雨
災
害
を
受
け
て
、
消

防
職
員
の
声
か
ら
「
せ
め
て
、
上
・

下
組
合
が
一
緒
で
、
あ
っ
た
な
ら

迅
速
な
対
応
や
対
策
も
出
来
た
の

か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う
こ
と
も

聞
い
て
い
る
の
で
、
議
論
を
進
め

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

消
防
力
の
強
化
を
こ
の
機

会
に
上
・
下
球
磨
人
吉
全
体
の
災

害
対
応
力
も
必
要
で
は
な
い
か
と

い
う
意
見
も
出
て
い
る
。

人
吉
市
長
も
「
激
甚
化
す

る
災
害
に
対
応
す
る
た
め
に
常
備

消
防
の
強
化
は
喫
緊
の
課
題
で
あ

る
。
各
市
町
村
と
も
慎
重
に
意
見

交
換
し
再
編
成
も
考
え
た
い
」
と

し
て
い
る
。
村
長
は
ど
う
考
え
て

い
る
か
。広

域
化
に
つ
い
て
は
消

防
議
会
、
現
場
の
職
員
の
理
解
を

得
て
私
個
人
と
し
て
は
進
め
る
べ

き
、
と
考
え
て
い
る
。

令
和
４
年
度
予
算
編

成
に
つ
い
て

令
和
４
年
度
予
算
編
成
に

向
け
て
の
課
題
と
予
算
編
成
の
柱

は
現
時
点
で
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

12
月
13
日
に
来
年
度
予
算

の
基
本
方
針
を
指
示
。
第
６
期
の

基
本
構
想
を
目
指
し
、
ま
た
豪
雨

災
害
も
踏
ま
え
て
し
っ
か
り
や
る

よ
う
指
示
し
て
い
る
。

13
日
に
指
示
さ
れ
た
取
り

組
む
べ
き
方
針
、
柱
は
何
か
。

４
つ
の
柱
。１
つ
目
が「
雇

用
の
場
の
確
保
と
定
住
に
資
す
る

施
策
」
２
つ
目
「
高
齢
者
の
総
合

的
な
サ
ポ
ー
ト
」
３
つ
目
「
地
場

産
業
と
将
来
を
担
う
人
材
育
成
」

４
つ
目
に
「
流
水
型
ダ
ム
に

係
る
振
興
再
建
の
施
策
」
と

指
示
し
た
。

財
源
確
保
の
た
め
と

人
材
育
成
、
雇
用
の
確
保
の

面
か
ら
「
ふ
る
さ
と
納
税
」

の
確
保
と
返
礼
品
の
開
発
が

必
要
で
は
な
い
か
。

現
在
58
品
目
の
返
礼

品
令
和
３
年
度
に
10
品
目
追

加
を
し
、
新
た
に
９
品
目
を

準
備
中
で
こ
れ
か
ら
も
充
実

し
た
い
。返

礼
品
と
し
て
ク
ネ

ブ
を
主
軸
の
返
礼
品
と
す
る

考
え
は
な
い
か
。

早田 吉臣 議員

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

質
問

村
長

ク
ネ
ブ
は
非
常
に
大
事
で

あ
る
と
考
え
る
べ
き
だ
と
思
う
。

国
内
最
大
の
流
水
型
ダ
ム

を
つ
く
る
な
ら
ダ
ム
で
地
域
振
興

を
国
内
で
一
番
の
振
興
策
を
熊
本

県
に
求
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

日
本
で
１
番
大
き
な
流
水

型
ダ
ム
が
出
来
れ
ば
日
本
で
唯
一

ダ
ム
に
よ
っ
て
振
興
が
進
ん
だ
村

と
い
う
こ
と
で
、
国
・
県
に
支
援

を
求
め
て
行
き
た
い
。

令和2年7月豪雨時の人吉下球磨消防本部周辺の様子（人吉下球磨消防組合より提供）

村
長

質
問

村
長
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小
中
学
校
の
教
育
に
つ

い
て

五
木
村
の
将
来
を
担
う
子

供
た
ち
に
本
村
の
昔
の
生
活
様
式

を
伝
え
て
い
く
教
育
が
必
要
で
あ

る
と
思
う
が
、
教
育
長
の
考
え
は
。

本
村
の
歴
史
や
文
化
、

生
活
様
式
、
農
林
業
の
生
業
な

ど
伝
え
て
い
く
教
育
は
大
切
で
あ

り
、
ヒ
ス
ト
リ
ア
テ
ラ
ス
五
木
谷

の
展
示
品
等
で
学
習
の
場
と
し
て

捉
え
て
い
き
た
い
。

林
業
の
村
で
あ
り
、
森
林

の
果
す
公
益
的
機
能
等
を
教
え
、

林
業
の
担
い
手
と
な
る
教
育
に
つ

い
て
、
多
良
木
町
の
久
米
小
学
校

で
は
森
林
教
育
を
行
っ
て
お
り
、

本
村
で
も
学
校
教
育
で
取
り
組
む

考
え
は
。

村
で
モ
デ
ル
林
が
計
画

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
森
林
で
緑
の

少
年
団
活
動
等
森
林
教
育
の
場
と

捉
え
て
取
り
組
み
た
い
。

本
村
は
各
学
校
に
Ｐ
Ｔ

Ａ
林
が
あ
っ
た
。２
つ
の
目
的
が
あ

り
、子
供
と
保
護
者
で
年
に
２
回
位

の
下
払
い
等
の
作
業
が
あ
り
、林
業

の
担
い
手
と
な
る
対
策
と
、学
校
等

建
設
時
の
地
域
負
担
金
対
策
の
目

的
で
あ
っ
た
。近
年
で
は
危
険
が
伴

う
作
業
で
も
あ
り
、今
は
な
い
が
、

何
ら
か
の
森
林
教
育
が
必
要
で
あ

る
と
思
う
が
。親

子
一
緒
に
作
業
す
る

こ
と
は
大
事
で
あ
る
と
思
う
。
村

の
モ
デ
ル
林
が
出
来
た
ら
Ｐ
Ｔ
Ａ

行
事
等
と
し
て
行
う
こ
と
を
学
校

に
働
き
か
け
た
い
。

学
校
跡
地
等
の
管
理

に
つ
い
て

旧
小
学
校
等
の
体
育
館
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
等
の
管
理
の
状
況
に

つ
い
て
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

旧
北
小
、
三
浦
小
、

西
小
、
下
梶
原
、
平
沢
津
の
体
育
館

は
社
会
教
育
施
設
と
し
て
活
用
し
て

い
る
。
旧
北
小
校
舎
は
、
交
流
館
と

し
て
い
る
が
、
消
防
施
設
点
検
や
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
点
検
、
火
災
保
険
、
光

熱
水
費
、
機
械
点
検
等
の
経
費
と
し

て
当
初
予
算
で
２
５
６
万
円
ほ
ど
計

上
、
ま
た
、
各
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
草
刈

り
等
は
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
し

て
頂
い
て
い
る
。
旧
北
小
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
芝
刈
り
は
教
育
委
員
会
の
職

員
も
し
て
い
る
。
下
梶
原
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
は
使
用
実
績
が
減
っ
て
い
る
。

小
鶴
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
体
育
館
は
民
有

地
で
借
地
料
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

芝
刈
り
を
教
育
委
員
会
の

職
員
で
行
っ
て
い
る
が
、今
後
も
対

応
が
で
き
る
の
か
。

結
構
な
負
担
に
な
っ

て
い
る
の
で
、
今
後
の
対
応
も
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
。

村
の
財
政
が
厳
し
い
中
、

旧
二
中
校
舎
や
利
用
度
が
少
な
い

体
育
館
等
は
地
域
の
方
々
と
協
議

し
て
閉
鎖
や
解
体
が
必
要
で
は
な

い
か
。

将
来
的
に
見
て
も
活
用
に

値
し
な
い
施
設
は
地
域
の
方
々
や

議
会
と
も
協
議
し
た
い
。

旧
二
中
校
舎
の
中
に
あ
る

文
化
財
的
物
品
を
仕
分
け
し
、価

値
の
あ
る
も
の
は
展
示
す
る
な
ど

ま
た
、雨
漏
り
も
出
て
い
る
が
、村

長
、教
育
長
は
ど
う
受
け
止
め
て
い

る
の
か
。

４
つ
の
教
室
も
満
杯
で

廊
下
に
も
お
い
て
あ
る
。
同
じ
物

品
が
何
十
点
も
あ
る
。
専
門
的
な

知
識
を
持
つ
方
に
仕
分
け
の
お
願

い
も
必
要
と
思
う
。

水
没
さ
れ
た
方
々
の
提
供

さ
れ
た
物
品
で
あ
り
、
失
礼
に
な

ら
な
い
よ
う
に
対
応
し
た
仕
分
け

も
必
要
と
考
え
て
い
る
。
雨
漏
り

等
の
対
応
は
し
た
い
。

旧
二
中
校
舎
を
解
体
し
、

村
営
住
宅
に
す
る
考
え
は
。

議
会
と
相
談
し
た
い
。

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

本村を担う子供たちに森林教育を
西教育長　村のモデル林で森林教育をしたい

村政
を
問う
一般質問

藤本 新一 議員

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
課
長

教
育
課
長

村
長

村
長

村
長

宮園グラウンドと旧二中校舎
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防
災
対
策
に
つ
い
て

本
村
は
急
峻
な
地
形
で
そ

の
中
で
集
落
が
点
在
し
、
災
害
の

危
険
度
が
高
い
。
住
宅
や
道
路
、

河
川
、
山
林
の
崩
壊
な
ど
毎
年
ど

こ
か
で
災
害
が
発
生
し
て
い
る
。

大
雨
の
た
び
に
村
民
は
不
安
で
あ

る
。
そ
こ
で
危
険
地
帯
解
消
対
策

は
ど
う
か
。

早
め
の
避
難
を
呼

び
か
け
て
い
る
。

五
木
を
守
る
た
め
の
五
木

ダ
ム
建
設
を
早
く
計
画
に
の
せ
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

地
域
を
守
る
施
設
で
あ

り
、
機
会
を
捉
え
訴
え
て
い
く
。

議
会
に
も
一
緒
に
お
願
い
し
た
い
。

穴あきダムは村にとって是か非か
木下村長 全てのデメッリトが一つでもあっては困る

村政
を
問う
一般質問

新
た
な
流
水
型
ダ
ム

に
つ
い
て

国
・
県
が
新
た
に
計
画

し
て
い
る
球
磨
川
流
域
治
水
の
防

災
対
策
と
し
て
流
水
型
ダ
ム
を
元

の
予
定
地
で
あ
る
相
良
村
藤
田
地

区
に
と
定
め
、
至
る
12
月
7
日
に

我
々
村
議
会
と
執
行
部
に
県
知
事

と
九
州
地
方
整
備
局
長
が
来
村
さ

れ
、
報
告
と
説
明
が
あ
っ
た
。
多

目
的
ダ
ム
か
ら
流
水
型
ダ
ム
へ
と

大
き
く
変
更
す
る
重
大
案
件
で
あ

る
の
で
、
村
長
に
は
事
前
に
話
が

あ
っ
た
の
か
。

中
身
に
つ
い
て
は
事
前
の

話
は
な
く
、
12
月
7
日
に
諸
元
に

つ
い
て
お
話
し
を
し
た
い
と
の
事

だ
け
だ
っ
た
。

11
月
19
日
の
熊
日
新
聞
の

ト
ッ
プ
一
面
に
、「
見
え
な
い
将

来
、
募
る
焦
り
」、「
説
明
な
く
、

ほ
っ
た
ら
か
し
」、「
宙
に
浮
く
再

建
」「
振
興
策
の
先
行
き
不
透
明
」

と
あ
り
、
県
・
国
の
急
変
な
方
向

転
換
に
対
す
る
村
民
の
不
安
と
苛

立
ち
、
説
明
不
足
に
対
す
る
不
信

が
村
民
に
あ
る
よ
う
だ
が
、
そ
の

取
り
組
み
は
。

半
世
紀
以
上
に
わ
た
り
翻

弄
さ
れ
続
け
て
き
た
事
実
の
中
で
、

今
後
、
村
民
の
皆
さ
ん
に
国
や
県

に
お
い
て
安
心
安
全
を
し
っ
か
り

行
っ
て
頂
け
る
よ
う
取
り
組
み
た

い
。

55
年
の
長
期
に
わ
た
る
村

の
存
亡
を
か
け
た
歴
代
村
長
、
議

会
、
村
民
の
皆
様
、
特
に
水
没
者

の
方
々
は
苦
難
苦
闘
の
中
で
今
日

ま
で
来
て
い
る
が
、
ま
た
や
ダ
ム

復
活
と
は
、
県
政
の
ト
ッ
プ
に
立

つ
人
が
国
の
行
政
を
担
う
人
が
ふ

ら
ふ
ら
行
政
で
は
困
る
。
村
民
を

不
安
に
落
と
し
入
れ
て
は
困
る
。

国
・
県
は
村
民
へ
安
心
出
来
る
細

や
か
な
説
明
を
村
と
共
に
早
急
に

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

諸
元
が
出
た
以
上
、
今
日

を
ス
タ
ー
ト
と
し
て
、
村
の
振
興
、

今
後
に
つ
い
て
は
し
っ
か
り
と
協

議
し
、
村
民
に
理
解
を
得
る
形
の

中
で
最
終
的
な
判
断
を
し
た
い
。

こ
の
穴
あ
き
ダ
ム
は
、
村

に
と
っ
て
ど
ん
な
利
点
が
あ
り
、

ま
た
ど
ん
な
不
利
益
が
あ
る
と
思

わ
れ
る
か
。
前
の
多
目
的
ダ
ム
で

は
発
電
が
あ
り
利
水
災
害
防
止

等
が
あ
り
、
ま
た
、
大
口
固
定
資

産
税
も
入
っ
て
く
る
予
定
だ
っ
た

が
、
穴
あ
き
ダ
ム
で
は
ど
う
な
る

の
か
。
確
か
に
下
流
域
の
災
害
防

止
に
は
最
大
の
効
果
が
あ
る
と
思

う
が
、
村
に
と
っ
て
村
民
に
と
っ

て
ど
れ
だ
け
の
影
響
が
あ
る
と
思

わ
れ
る
か
。
特
に
私
ど
も
は
村
の

将
来
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
し
て

子
々
孫
々
に
宝
を
残
し
、
悔
い
の

な
い
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る

と
思
う
が
。

ダ
ム
の
諸
元
等
に
つ
い
て

は
提
示
さ
れ
た
が
、
村
全
体
へ

の
影
響
、
振
興
策
等
も
ま
だ
示

さ
れ
て
い
な
い
。
そ
う
い
う
も

の
が
示
さ
れ
た
と
き
、
し
っ
か

り
と
村
民
に
も
説
明
を
し
、
全

て
の
デ
メ
リ
ッ
ト
が
一
つ
で
も

あ
っ
て
は
困
る
と
い
う
こ
と
で

国
・
県
に
は
取
り
組
み
を
お
願

い
す
る
。

西村 久徳 議員

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

総
務
課
長

令和３年12月7日に公表されたダムの諸元等資料
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五
木
村
の
高
齢
者
福
祉

の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

本
村
は
県
内
で
も
高
齢
化

が
進
み
、
将
来
に
不
安
を
抱
え
る

村
民
の
方
々
が
多
く
お
ら
れ
る
。

現
在
実
施
さ
れ
て
い
る
取
り
組
み

や
支
援
の
現
状
を
伺
い
た
い
。

関
係
組
織
を

中
心
に
、
各
種
支
援
・
補
助
助
成

事
業
、
介
護
予
防
、
交
通
支
援
等

の
制
度
が
あ
る
。
令
和
2
年
度
の

集
計
と
し
て
、
脳
い
き
い
き
教
室

は
実
施
日
が
36
日
、
参
加
者
は
延

べ
５
３
０
名
、
げ
ん
ぞ
う
会
は
実

施
日
77
日
、
参
加
者
７
１
１
名
で

あ
っ
た
。
参
加
者
の
高
齢
化
、
固

定
化
、
少
数
化
が
見
ら
れ
る
。

高
齢
者
の
方
々
が
抱
え
て

お
ら
れ
る
不
安
や
日
常
生
活
に
お

け
る
要
望
な
ど
の
集
約
調
査
は
ど

の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
伺
い

た
い
。

対
象
の
皆
様

に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
ア
ン
ケ
ー

ト
形
式
で
介
護
予
防
・
日
常
生
活

圏
ニ
ー
ズ
調
査
を
行
っ
た
。
認
知

症
に
な
る
と
家
で
暮
ら
し
て
い
け

る
か
不
安
だ
と
い
う
ご
意
見
が
突

出
し
て
多
か
っ
た
。
要
望
と
し
て

は
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
ヘ
ル
パ
ー

な
ど
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と

施
設
や
入
院
で
き
る
場
所
を
増
や

し
て
ほ
し
い
と
の
声
が
多
か
っ
た
。

村
と
し
て
認
知
症
関
連
の
様
々
な

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
が
、
相

談
窓
口
を
含
め
て
周
知
度
が
低
く
、

さ
ら
な
る
広
報
周
知
の
必
要
性
を

感
じ
て
い
る
。

事
業
推
進
に
関
わ
る
職
員

が
、
県
内
市
町
村
の
8
割
方
不
足

し
て
い
る
と
い
う
調
べ
が
あ
る
が
、

本
村
は
ど
う
か
。

職
員
数
が
多

い
訳
で
は
な
い
が
支
障
が
出
な
い

よ
う
連
携
し
て
業
務
に
当
た
っ
て

い
る
。
介
護
認
定
の
審
査
や
事
務

に
つ
い
て
は
、
協
議
会
組
織
が
確

立
し
て
お
り
各
市
町
村
そ
れ
ぞ
れ

協
力
し
合
い
進
め
て
い
る
。

村
民
の
要
望
を
受
け
た
新

た
な
福
祉
施
設
等
の
計
画
の
有
無

を
含
め
、今
後
の
高
齢
者
支
援
、福

祉
政
策
に
つ
い
て
の
村
長
の
考
え

を
伺
い
た
い
。

村
長
就
任
後
の
大
き

な
柱
の
一
つ
と
し
て
、
高
齢

者
の
総
合
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
掲

げ
、
様
々
な
政
策
を
打
っ
て
き

た
。
高
齢
者
専
用
住
宅
に
つ
い

て
は
再
検
討
課
題
が
あ
り
一
旦

ス
ト
ッ
プ
状
態
で
あ
る
が
、
認

知
対
象
型
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の

着
手
に
向
け
て
現
在
検
討
を
進
め

て
い
る
。

質
問

質
問

質
問

村内に新たな介護福祉施設を
つくる考えは？
木下村長　着手に向け、現在検討を行っている

村政
を
問う
一般質問

中村 俊也 議員

保
健
福
祉
課
長

保
健
福
祉
課
長

保
健
福
祉
課
長

村
長

質
問

小規模多機能ホーム　五木の友

五木村社会福祉協議会
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４日 経済常任委員会（各委員）
６日 定例全員協議会（全議員）
  県議員研修会（全議員）

７日 広報委員会（第3回）
８日 人吉球磨広域行政組合議会決算特別委員会（田山議員）
13日 決算認定審査特別委員会（全議員）
14日 定例郡議長会議（岡本議長）
19日 広報委員会（第4回）
20日 例月監査（田山監査委員）
21日 人吉球磨広域行政組合管内施設視察研修（田山・西村議員）
22日 人吉球磨広域行政組合議会決算特別委員会（田山議員）
25日 広報委員会（第5回）
29日 第4回人吉下球磨消防組合議会臨時会（川邉議員）

１日 決算認定審査特別委員会（全議員）
２日 県道五木湯前線・幸野染田線改良貫通促進期成会
 要望（岡本議長）

５日 人吉球磨広域行政組合議会決算特別委員会（田山議員）
 県広報委員研修会（各委員）
10日 定例全員協議会（全議員）

16日 定例郡議長会議（岡本議長）　
17日 議会運営委員会（各委員）
 第4回議会臨時会（全議員）
 川辺川ダム対策調査特別委員会（全議員）
18日 定期監査（田山監査委員）
24日 例月監査（田山監査委員）
26日 人吉球磨広域行政組合議会第4回定例会（田山・西村議員）
 人吉下球磨消防組合議会特別委員会・第5回定例会（川邉議員）
28日 くま川鉄道部分運行再開記念出発式（岡本議長）

１日 定例全員協議会（全議員）
 定例郡議長会議（岡本議長）
７日 川辺川ダム対策調査特別委員会（全議員）
 国・県説明会（全議員）

８日 議会運営委員会（各委員）
14日 議会運営委員会（各委員）
 第４回議会定例会開会（全議員）～ 15日閉会
20日 地元国会議員要望及び産業行政視察研修（岡本議長）～ 22日まで
23日 例月監査（田山監査委員）
24日 人吉球磨広域行政組合議会第5回定例会（田山・西村議員）

①
自
己
紹
介
。

　

今
年
五
木
村
で
成
人
を
迎
え
ま
し
た　

山
尾
一
樹
で
す
。

　
現
在
、
熊
本
高
専
八
代
で
建
築
を
学
ん
で

い
て
、い
よ
い
よ
卒
業
の
年
を
迎
え
ま
し
た
。

来
年
度
か
ら
東
京
の
住
宅
メ
ー
カ
ー
へ
と

就
職
し
、
施
工
管
理
の
職
に
就
き
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
も
あ
る

中
、
成
人
式
を
通
し
て
仲
間
や
恩
師
に
再

会
出
来
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

②
二
十
歳
に
な
っ
て
や
っ
て
み
た
い
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
。

　

家
族
と
お
酒
を
交
え
て
食
事
を
す
る
こ

と
で
、
焼
酎
を
た
し
な
め
る
よ
う
に
な
り

た
い
な
あ
と
思
い
ま
す
。

山
やまお

尾　一
かずき

樹さん（白岩戸）

③
将
来
の
夢
や
目
標
は
何
で
す
か
。

　

自
分
の
家
を
自
分
好
み
に
造
り
建
て
る

こ
と
で
す
。

　

あ
と
、
仕
事
で
も
何
で
も
何
か
し
ら
五

木
村
と
つ
な
が
る
よ
う
な
事
を
す
る
こ
と

で
す
。

④
最
後
に
、
村
や
議
会
へ
望
こ
と
が
あ
れ
ば

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

五
木
村
独
自
の
視
点
か
ら
、
他
村
が
真

似
で
き
な
い
よ
う
な
こ
と
を
し
て
頂
き
た

い
で
す
。

　

子
ど
も
達
の
声
で
活
気
あ
ふ
れ
る
村
づ

く
り
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

議会の動き（10月～12月）
10
月

11
月

12
月

村人
インタビュー

成
人
お
め
で
と
う

　
　
　

ご
ざ
い
ま
す
。

令和４年成人式

成人式で交通安全宣言を誓う山尾一樹さん



五
木
村
議
会
広
報
委
員
会

　

委
員
長　

田
山　

淳
士

　

副
委
員
長　

園
田　

良
治

　

委　
　

員　

中
村　

俊
也

　

委　
　

員　

川
邉　

正
美

つぶやき
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明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

令
和
４
年
に
入
っ

て
早
い
も
の
で
一
か
月
が
経
ち

ま
し
た
が
、
現
在
も
未
知
の
変

異
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
拡
大
で
生

活
環
境
が
変
わ
っ
て
し
ま
い
、

み
な
さ
ん
も
大
変
な
思
い
を
し

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

一
刻
も
早
く
感
染
が
治
ま
り

普
通
の
生
活
に
戻
り
た
い
で
す

ね
。

園
田　

良
治

五
木
村
議
会
だ
よ
り
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岡
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ļ
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次
回
の
定
例
会
は
３
月
中
旬
の
予
定
で
す
。

皆
様
の
傍
聴
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

笑顔あふれる五木っ子笑顔あふれる五木っ子
vol.8

　

ぼ
く
の
五
木
村
の
自
慢
で

き
る
こ
と
は
二
つ
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
た
く
さ
ん
の

自
然
が
あ
る
こ
と
で
す
。
世

界
中
で
自
然
が
少
な
く
な
っ

て
い
る
こ
と
が
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
五
木

村
は
、
山
や
川
を
み
ん
な
が

大
切
に
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
と
て
も
よ
い
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
き

れ
い
な
山
や
川
を
守
っ
て
い

き
た
い
で
す
。

　

二
つ
目
は
、
み
ん
な
で
協

力
で
き
る
と
こ
ろ
で
す
。
一

人
で
せ
ず
、
み
ん
な
が
協
力

し
て
、
祭
り
や
こ
の
自
然
を

守
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
五

木
の
人
の
よ
さ
は
、
ど
こ
の

人
か
ら
見
て
も
す
ご
い
方
だ

と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
二
つ
の
こ
と
か
ら
ぼ

く
は
、
五
木
村
が
大
好
き
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
ふ
る
さ

と
五
木
村
を
大
切
に
し
て
い

き
た
い
で
す
。

　

ぼ
く
は
、
五
木
村
の
自
然

と
地
域
の
方
々
が
大
好
き
で

す
。
美
し
い
自
然
を
見
る
と
、

と
て
も
心
が
落
ち
着
き
ま
す
。

周
り
を
見
る
と
、
夏
に
は
深

い
緑
、
秋
に
は
赤
や
黄
、
オ

レ
ン
ジ
な
ど
の
美
し
い
山
々

が
見
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、

清
流
川
辺
川
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
い
つ
も
笑
顔
で
、

と
て
も
あ
た
た
か
い
地
域
の

方
々
が
い
ま
す
。
登
下
校
の

時
に
は
、
あ
い
さ
つ
を
し
て

く
れ
ま
す
。
だ
か
ら
、
さ
わ

や
か
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
五
木
村
の

美
し
い
自
然
を
大
切
に
し
、

あ
た
た
か
い
地
域
の
人
に
感

謝
し
て
い
き
た
い
で
す
。
こ

れ
ま
で
、
た
く
さ
ん
支
え
ら

れ
て
き
ま
し
た
。
だ
か
ら
、

ぼ
く
は
五
木
村
が
大
好
き
で

す
。

五
木
東
小
学
校　

６
年

蓑み
の
だ田

悠ゆ
う
た太

さ
ん

五
木
東
小
学
校　

６
年

柳や
な
が
わ川

範は
ん
と斗

さ
ん

ぼくの自慢の五木村ぼくの好きな五木村


